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平成27年度　一般会計予算

平成27年度   一般会 計予算を可決
歳入歳出それぞれ122億5082万5000円　前年度比 18.2％減

　
平
成
27
年
第
1
回
臨
時
会
が
1
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
町
長
提
出
の
議
案
1
件
を

原
案
ど
お
り
『
可
決
』
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
２
回
三
芳
町
議
会
定
例
会
が
、
27
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、「
平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算
、
特
別
会
計
予
算
、
企
業
会
計
予

算
」、
新
規
条
例
の
「
三
芳
町
ま
ち
づ
く
り
寄
附
条
例
」
な
ど
町
長
提
出
の
議
案
30
件
を

原
案
ど
お
り
『
可
決
』
し
た
ほ
か
、
同
意
４
件
を
原
案
ど
お
り
『
同
意
』
し
ま
し
た
。

　
な
お
、「
平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算
」
に
つ
い
て
は
、「
附
帯
決
議
」
を
附
し
て
『
可

決
』
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、
９
名
の
議
員
が
３
日
間
の
日
程
で
町
政
を
問
い
、
ま
た
議

員
提
出
の
意
見
書
３
件
の
内
、
１
件
を
『
可
決
』
し
ま
し
た
。

平成 27 年
第 1 回臨時会

（1 月 28 日）

第２回 定例会
（2 月 25 日～ 3 月 23 日）

広報配布委託料� 276 万円
行政評価外部評価委員謝礼� 52 万円
ふるさと納税寄附謝礼� 16 万円
スマートIC関連測量・設計等委託料� 5115 万円
第5次総合計画策定支援業務委託料� 702 万円
デマンド交通運行業務委託料� 1185 万円
男女共同参画基本計画作成業務委託料� 300 万円
マイナンバー関連事務委託料� 1321 万円
社会福祉協議会補助金� 5588 万円

主 な 事 業 （ 歳 出 ）
シルバー人材センター補助金� 710 万円
地域福祉バス利用料� 400 万円
老人福祉センター指定管理委託料� 3090 万円
余熱利用施設運営負担金� 6079 万円
世界農業遺産推進協議会負担金� 55 万円
富士塚土地区画整理組合公共施設管理者負担金
� 4 億 9100 万円
小学校エアコン設置等工事� 3 億 4778 万円
給食調理業務等委託料� 1 億 756 万円

民生費

総務費

衛生費

教育費

公債費

土木費

消防費
その他

町税

町債

国庫支出金

繰入金

県支出金
地方消費税交付金

その他

町税

町債

国庫支出金

繰入金

県支出金

地方消費税交付金

その他

民生費

総務費

衛生費

教育費

公債費

土木費

消防費
その他

平成 26年度 平成 27年度 平成 26年度 平成 27年度

2億7328万2000円

2億9628万5000円

46億7314万円
41億4428万円

18億9767万9000円
17億5086万3000円

18億4246万円

10億9606万4000円

32億1265万3000円

16億8948万円

12億4099万6000円

12億8112万8000円

12億5046万8000円

13億9549万2000円

5億8680万7000円

5億9723万3000円

71億1587万5000円 70億8428万4000円

38億3380万円

10億6680万円

12億5751万9000円

11億7112万6000円

8億932万8000円

7億3824万1000円

6億34万円

6億6907万6000円

5億3100万円

7億3100万円

8億2962万3000円

7億9029万8000円

149億7748万5000円

122億5082万5000円

149億7748万5000円

122億5082万5000円

一般会計歳入
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平成27年度   一般会 計予算を可決
歳入歳出それぞれ122億5082万5000円　前年度比 18.2％減

附帯決議
平成 27 年度三芳町一般会計予算に関する附帯決議
　三芳町民の利益を守り、また当初予算への事業費の計上及び執行が適切に行われるよう提案するもの。
1.  ‌� 商工会や社会福祉協議会、シルバー人材センター等の町有施設使用に際しては減免部分を含め適切な賃貸料や負担金等を徴収すべき
2.  ‌� 委託料について
　  ①‌�第 3 次三芳町男女共同参画基本計画策定委託料については、単に外部委託をするのではなく推進会議や職員の意見を取入れ担当

課内で作成することも検討するべき
　  ②‌�みらいのぞみ学校創造支援事業については、町立学校への委託料として処理するのではなく事業予算として計上すべき
　  ③‌�シルバー人材センターに発注している配布委託に関しては、適正な単価の統一を図るべき
3.  ‌� 給食センターの跡地については、早期契約解除が出来るように努めるべき
4.  ‌� 高齢者福祉における地域福祉バスは、デマンド交通への移行をする中で利用補助等を検討すべき
5.  ‌� 平成 27年 7月からのデマンド交通運行に際しては、試行後のアンケート結果を充分に精査して利用者の利便性に努めるべき
6.  ‌� ひとり親家庭支援事業については、自立支援施策を早急に実現すべき
7.  ‌� 余熱利用施設（エコパ）送迎バスの運行改善をすべき
8.  ‌� 各課のバス借り上げ料については、差が生じているため借り上げ料を精査し削減に努めるべき

公明党

　財政状況厳しい
中、スマート IC関連の測量・設計、
デマンド交通の本格導入、小学校
へのエアコン設置等の事業が予算
化され評価する。エコパ送迎バス
の改善や高齢者の移動手段への助
成の検討等、更なる町民福祉の増
進に努め、定住人口増へ尽力され
るよう要望し、賛成する。

賛
成

日本共産党

　小学校へのエアコ
ン設置、待機児童対策等評価できる。
しかし「行政改革」を優先し、子
育て・高齢者支援等、わずか全体
の0.2％にすぎない予算をカット、
一方、住民の疑問に答えず、合意
形成はとれたと三芳スマート IC
フル化整備に今後 20億円を費や
していくのは強引ではないか。

民生費

総務費

衛生費

教育費

公債費

土木費

消防費
その他

町税

町債

国庫支出金

繰入金

県支出金
地方消費税交付金

その他

町税

町債

国庫支出金

繰入金

県支出金

地方消費税交付金

その他

民生費

総務費

衛生費

教育費

公債費

土木費

消防費
その他

平成 26年度 平成 27年度 平成 26年度 平成 27年度

2億7328万2000円

2億9628万5000円

46億7314万円
41億4428万円

18億9767万9000円
17億5086万3000円

18億4246万円

10億9606万4000円

32億1265万3000円

16億8948万円

12億4099万6000円

12億8112万8000円

12億5046万8000円

13億9549万2000円

5億8680万7000円

5億9723万3000円

71億1587万5000円 70億8428万4000円

38億3380万円

10億6680万円

12億5751万9000円

11億7112万6000円

8億932万8000円

7億3824万1000円

6億34万円

6億6907万6000円

5億3100万円

7億3100万円

8億2962万3000円

7億9029万8000円

149億7748万5000円

122億5082万5000円

149億7748万5000円

122億5082万5000円

一般会計歳出
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一般会計の主な質疑

は
。

答

会
議
や
総
会
等
で
ご
意

見
を
伺
っ
て
い
き
た
い
。

問

農
商
工
連
携
の
６
次
産

業
化
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

に
し
て
は
。

答

み
よ
し
野
菜
６
次
産
業

創
業
塾
に
お
い
て
、
そ
の
よ

う
な
こ
と
も
含
め
検
討
し
た

い
。

問

富
士
塚
土
地
区
画
整
理

の
負
担
金
４
億
９
１
０
０
万

円
の
使
途
は
。

答

鶴
瀬
駅
西
通
り
線
の
用

地
費
と
築
造
工
事
費
建
物
等

の
移
転
補
償
費
等
が
あ
る
。

問

富
士
見
江
川
、
江
川
維

持
管
理
費
20
万
円
の
内
容
は
。

答

江
川
の
清
掃
を
毎
年
富

士
見
市
で
行
っ
て
い
る
が
、

半
額
を
町
で
負
担
し
て
い
る
。

問

給
食
調
理
業
務
委
託
料

は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
10
月
中

に
内
定
し
、
契
約
は
４
月
１

日
と
の
こ
と
だ
が
、
随
意
契

約
な
ら
ば
契
約
前
で
も
準
備

行
為
が
で
き
る
の
か
。

答

今
回
の
予
算
審
議
に
お

い
て
議
決
さ
れ
た
ら
４
月
１

日
契
約
を
締
結
す
る
と
い
う

形
に
な
る
の
で
問
題
な
い
。

問

町
長
は
「
保
育
所
を
指

定
管
理
者
へ
」
と
述
べ
て
い

る
。正
規
職
員
を
採
用
せ
ず
、

臨
時
職
員
で
対
応
す
る
理
由

は
。

答

施
政
方
針
で
、
そ
の
方
向

性
が
あ
る
の
で
、
採
用
を
抑

制
し
な
が
ら
臨
時
職
員
の
方

に
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

問

子
ど
も
た
ち
に
関
わ
る

消
耗
品
費
は
減
ら
す
べ
き
で

は
な
い
が
。

答

今
後
そ
の
よ
う
な
形
で

要
求
を
あ
げ
て
い
き
た
い
。

問

動
物
死
体
処
理
委
託
料

だ
が
、
歩
道
で
猫
な
り
が
亡

く
な
っ
て
、
業
者
が
処
分
す

る
際
に
清
掃
も
含
め
て
は
ど

う
か
。

答

事
業
者
と
話
し
合
う
が

地
域
の
人
の
協
力
も
お
願
い

し
た
い
。

問

遊
休
農
地
等
の
利
用
意
向

調
査
後
の
結
果
に
つ
い
て
は
。

答

貸
し
た
い
・
売
り
た
い

な
ど
、
農
地
中
間
管
理
機
構

や
農
地
の
賃
貸
借
等
の
情
報

提
供
を
す
る
。

問

農
産
物
の
最
低
価
格
保

障
に
つ
い
て
農
家
組
合
連
絡

協
議
会
で
も
協
議
を
し
て

で
広
報
に
決
定
事
項
の
よ
う

に
載
せ
て
あ
る
が
。

答

議
会
で
の
条
例
や
当
初

予
算
の
審
議
後
に
確
定
す
る

と
い
う
文
を
載
せ
た
。
文
字

が
小
さ
か
っ
た
こ
と
は
反
省

し
て
い
る
。

問

平
成
27
年
度
は
、
児
童

相
談
員
１
名
週
５
日
間
だ

が
、今
ま
で
の
相
談
件
数
は
。

答

１
月
末
現
在
で
は

２
９
６
件
あ
っ
た
。

問

ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援

事
業
の
就
学
祝
金
を
な
ぜ
廃

止
し
た
の
か
。

答

県
就
学
支
援
支
給
制
度

や
町
就
学
援
助
制
度
も
あ

り
、
重
複
事
業
は
行
政
改
革

の
一
環
で
廃
止
し
た
。

問

東
武
東
上
線
に
関
し
て

の
町
か
ら
の
要
望
は
。

答

放
置
自
転
車
対
策
や
、

み
ず
ほ
台
駅
西
口
へ
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
及
び
事
故
防

止
対
策
を
要
望
し
て
い
る
。

問

旅
券
発
行
事
務
で
の
監

視
カ
メ
ラ
設
置
と
は
。

答

パ
ス
ポ
ー
ト
発
行
等
に

関
し
て
、
県
か
ら
指
導
が
あ

り
設
置
す
る
も
の
。

問

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の

補
助
金
が
平
成
26
年
度
の

５
１
８
９
万
５
０
０
０
円
か

ら
、
約
４
０
０
万
円
増
の
要

因
は
。

答

地
域
福
祉
活
動
計
画
の

策
定
及
び
策
定
審
議
会
委
員

の
報
償
費
に
充
て
る
た
め
。

問

地
域
福
祉
バ
ス
券
が
月

８
枚
か
ら
２
枚
と
な
っ
た
。

住
民
か
ら
喜
ば
れ
て
い
た
施

策
で
は
な
い
の
か
。

答

意
義
は
あ
る
。
脱
財
政

硬
直
化
宣
言
を
受
け
て
担
当

課
と
し
て
は
非
常
に
心
苦
し

い
。

問

地
域
福
祉
バ
ス
利
用
者
、

ぬ
く
も
り
入
浴
券
に
つ
い
て

は
、予
算
に
示
し
た
段
階
で
、

ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
状
況

一 般 会 計 予 算 の 主 な 質 疑

◆ 

歳　
入 

◆

問

商
工
会
館
の
賃
貸
料
の

平
米
単
価
が
50
円
だ
が
適
正

価
格
を
検
討
し
て
は
。

答

現
状
で
は
難
し
い
と
考

え
る
が
、
使
用
賃
借
契
約
も

含
め
検
討
を
し
た
い
。

問

町
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
推

進
事
業
に
参
加
す
る
の
は
何

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
か
。

答

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

ラ
ケ
ッ
ト
テ
ニ
ス
、
キ
ン

ボ
ー
ル
で
あ
る
。

◆ 

歳　
出 

◆

問

政
策
研
究
所
で
実
施
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
と
は
何
か
。

ま
た
、
対
象
者
数
は
。

答

地
方
創
生
の
絡
み
も
あ

り
、
子
育
て
関
係
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
２
０
０
０
人
を
対

象
に
行
う
予
定
。

問

幹
線
３
号
線
を
横
切
っ

て
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
へ
進
入
す

る
道
路
の
計
画
が
あ
る
が
危

険
性
は
解
消
さ
れ
る
よ
う
に

設
計
さ
れ
る
の
か
。

答

ア
プ
ロ
ー
チ
道
路
を
立

体
交
差
と
す
る
の
で
影
響
は

な
い
。
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特別会計の主な質疑

予
算
総
額

８
億
９
０
２
万
円

（
対
前
年
度
比
6
・
45
％
減
）

問

上
下
水
道
課
の
移
転
に
よ

予
算
総
額

50
億
７
４
９
２
万
３
０
０
０
円

(

対
前
年
度
比　
11
・
3
％
増)

問

一
般
会
計
繰
入
金
が

3
億
３
５
０
０
万
円
で
、
26
年

度
予
算
に
比
べ
て
減
少
し
て
い

る
が
大
丈
夫
か
。

答

当
初
は
前
年
度
同
額
の

3
億
４
０
０
０
万
円
と
い
う
こ

と
で
お
願
い
し
た
が
、
一
般
会

計
が
厳
し
い
と
い
う
状
況
と
、

国
保
の
被
保
険
者
数
は
若
干
減

少
傾
向
に
あ
る
こ
と
で
、
こ
の

金
額
で
計
上
し
た
。
た
だ
、
前

期
高
齢
者
交
付
金
が
大
幅
に
減

に
な
っ
た
場
合
は
、
３
月
補
正

で
繰
り
入
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

予
算
総
額

３
億
６
３
７
９
万
８
０
０
０
円

（
対
前
年
度
比 

2
・
71
％
増
）

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計

問

平
成
26
年
度
の
滞
納
繰
り

越
し
分
が
調
定
で
１
８
０
万
円

あ
る
が
、
ど
う
い
う
方
が
滞
納

さ
れ
て
い
る
の
か
。

答

後
期
高
齢
者
の
保
険
料
は

年
金
天
引
き
と
い
う
形
が
基
本

に
な
っ
て
い
る
が
、
無
年
金
の

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
無

年
金
の
方
が
滞
納
に
な
り
や
す

い
と
認
識
し
て
い
る
。

予
算
総
額

19
億
２
８
２
５
万
７
０
０
０
円

（
対
前
年
度
比 
1
・
16
％
増
）

問

歳
入
の
第
１
号
被
保
険
者

保
険
料
が
、
前
年
度
と
比
較
し

て
４
６
５
８
万
円
増
と
な
っ
て

い
る
が
。

答

増
額
の
要
因
は
、
給
付
費

が
上
が
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

問

給
付
費
が
上
る
こ
と
で
保
険

料
が
上
が
る
が
、
第
１
号
被
保

険
者
の
基
準
額
は
ど
う
な
る
か
。

答

基
準
額
は
月
額
で
現
在

３
３
０
０
円
だ
が
、
増
額
で

４
０
０
０
円
に
な
る
と
見
て
い
る
。

介 

護 

保 

険

下
水
道
事
業

・
年
間
総
給
水
量

５
５
２
万
６
０
０
０
㎥

（
対
前
年
度
比 

1
・
69
％
減
）

・
１
日
平
均
給
水
量

１
万
５
１
０
０
㎥

（
対
前
年
度
比 

1
・
95
％
増
）

給
水
事
業　
予
算
総
額

・
収
益
的
収
入

８
億
３
９
７
１
万
７
０
０
０
円

・
収
益
的
支
出８億

３
６
８
１
万
円

水
道
施
設
整
備　
予
算
総
額

・
資
本
的
収
入

４
億
３
２
１
０
万
４
０
０
０
円

・
資
本
的
支
出

５
億
８
０
２
６
万
３
０
０
０
円

問

貸
借
対
照
表
の
建
物
固
定

資
産
と
減
価
償
却
累
計
額
を
平

成
25
年
度
の
決
算
額
と
比
較
し

た
場
合
、
数
字
に
不
整
合
が
見

ら
れ
、
ま
た
特
別
損
失
の
数
字

も
合
わ
な
い
が
。

答

現
時
点
で
原
因
が
判
明
し

な
い
。
平
成
26
年
度
決
算
ま
で

に
、
過
年
度
の
数
字
を
含
め
て

精
査
し
、
も
し
誤
り
が
発
見
さ

れ
た
場
合
に
は
平
成
26
年
度
の

決
算
で
修
正
す
る
。

問
下
水
道
担
当
の
移
転
に
よ
る

賃
貸
料
を
免
除
し
た
場
合
、
費
用

分
で
あ
る
電
話
代
、
光
熱
水
費
は

請
求
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

答

財
政
当
局
と
協
議
し
た
い
。

公
明
党

　
歳
出
の
主
な
施
策
は
、
介
護

予
防
事
業
や
包
括
的
支
援
事

業
、
認
知
症
対
策
や
見
守
り
事

業
、
高
齢
者
虐
待
防
止
な
ど
、

高
齢
者
に
寄
り
添
い
、
安
心
し

て
介
護
が
受
け
ら
れ
る
支
援

体
制
が
取
り
組
ま
れ
評
価
す

る
。
更
な
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
や
処
遇
改
善
を
求
め
賛

成
と
す
る
。

賛
成

り
、
下
水
道
事
業
会
計
か
ら
水

道
事
業
会
計
に
賃
借
料
は
発
生

し
な
い
の
か
。

答

財
政
当
局
と
協
議
し
、
免

除
と
し
た
。

問

柳
瀬
第
７
処
理
分
区
マ
ン

ホ
ー
ル
浮
上
防
止
工
事
は
、
い

つ
完
了
す
る
か
。

答

平
成
27
年
度
で
４
年
目
の

工
事
と
な
る
が
、
終
了
年
度
は

未
定
で
あ
る
。

平
成
27
年
度
予
定
量

・
給
水
戸
数�

１
万
５
８
７
０
戸

（
対
前
年
度
比 

1
・
28
％
増
）

日
本
共
産
党

　

第
1
号
被
保
険
者
の
介
護

保
険
料
基
準
額
を
年
3
万

９
６
０
０
円
か
ら
年
4
万

８
０
０
０
円
と
す
る
も
の
。
全

体
で
は
４
６
５
８
万
円
の
負

担
増
と
な
る
。
65
歳
以
上
の
負

担
増
で
な
く
、
国
負
担
割
合

30
％
以
上
と
す
べ
き
で
あ
る
。

物
価
は
上
が
り
、
年
金
は
引
き

下
げ
ら
れ
て
生
活
が
大
変
。
介

護
保
険
給
付
費
準
備
基
金
で
対

応
を
求
め
る
。

後
期
高
齢
者
医
療

水
道
事
業
会
計

平成 27 年度三芳町水道事業会計予算に関する附帯決議
1. 下水道課の事務所貸借に関して。
①町当局と賃貸借契約を早急に締結すること。
②�下水道業務及び施設担当への事務所貸借に対して、光熱水費、電話利用料等を含めた、適正
な賃貸料金の請求を行うこと。

2. 会計処理及び資産管理に関して。
①�過年度及び平成 26年度における会計処理を精査し、特に固定資産計上やそれに伴う減価償
却が適切に行われているかを検証すること。

　この作業は信頼できる外部業者に委託し、徹底した検証を行うこと。
②�会計処理の検証は平成 26年度の決算前に完了させ、当該検証において発見された過年度の
誤謬に関しては平成 26年度の決算で修正すること。（誤謬修正方法は平成 24年度から変
更になっているので注意）

③�資産管理を厳格に行うため、資産管理と会計の両システムで個別に計上金額の管理を行い、
両システムの数字に差異が無いことを半期決算及び決算時に確認すること。（ダブルチェッ
クを行うこと）

④�一部の金額を手計算して会計システムに投入（いわゆるマニュアル入力）していると思われ
るが、マニュアル入力は極力避けること。

⑤�現行の会計システムの信頼性、機能性、操作性、更には業者のサポート能力を見直し、場合
によっては会計システム及び業者の変更を検討すること。
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平成26年度　補正予算

平
成
26
年
度

一
般
会
計
（
第
８
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
６
億
６
４
０
７
万

７
０
０
０
円
を
追
加
し
、
予
算

の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１
６
３

億
８
３
２
１
万
５
０
０
０
円
と

す
る
も
の
。

主
な
内
容

①�

広
域
ご
み
処
理
施
設
等
建
設

　
事
業
費
負
担
金

８
億
１
９
８
８
万
８
０
０
０
円

②
町
税
歳
入
増

１
億
２
１
３
１
万
１
０
０
０
円

③
町
債�

８
億
８
９
０
万
円

一
般
会
計
（
第
９
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
５
８
３
２
万
円
を
追
加

し
、
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

１
６
４
億
４
１
５
３
万

５
０
０
０
円
と
す
る
も
の
。

主
な
内
容

①
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行

　
支
援
事
業
補
助
金

�

２
５
５
０
万
円

②
多
子
世
帯
保
育
料
軽
減
補
助
金

�

９
９
０
万
円

③
多
子
世
帯
給
食
費
軽
減
補
助
金

�

１
７
６
万
円

議
案
第
10
号

三
芳
町
指
定
介
護
予
防
支

援
等
の
事
業
の
人
員
及
び

運
営
並
び
に
指
定
介
護
予

防
支
援
等
に
係
る
介
護
予

防
の
た
め
の
効
果
的
な
支

援
の
方
法
に
関
す
る
基
準

等
を
定
め
る
条
例

　
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性

を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進

を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
介
護
保
険
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
本
条
例
を
制
定
す
る

も
の
。

議
案
第
11
号

三
芳
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
包
括
的
支
援
事

業
の
人
員
等
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例

　
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性

を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進

を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
介
護
保
険
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
本
条
例
を
制
定
す
る

も
の
。

議
案
第
12
号

町
長
の
給
与
の
特
例
に
関

す
る
条
例

　
町
長
の
給
料
及
び
期
末
手
当

を
減
額
す
る
た
め
、
本
条
例
を

制
定
す
る
も
の
。

議
案
第
８
号

三
芳
町
ま
ち
づ
く
り
寄
附

条
例

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
に
よ

り
広
く
寄
附
金
を
募
り
、
寄
附

者
の
思
い
を
反
映
さ
せ
た
事
業

を
実
施
す
る
と
と
も
に
当
該
寄

附
金
を
適
正
に
管
理
す
る
た

め
、本
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

議
案
第
９
号

三
芳
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
審
議

会
条
例

　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

法
の
市
町
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
策
定
・
実
施
す

る
た
め
、
本
条
例
を
制
定
す
る

も
の
。 条

例

補
正
予
算

④
総
合
戦
略
策
定
委
託
料

�

６
４
８
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
７
２
３
９
万
９
０
０
０

円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
46
億
３
７
０
７
万

５
０
０
０
円
と
す
る
も
の
。

主
な
内
容

①
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費

１
３
５
１
万
４
０
０
０
円

②
療
養
給
付
費
等
負
担
金
返
還
金

５
８
８
８
万
５
０
０
０
円

介
護
保
険
特
別
会
計

（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
５
０
０
万
円
を
追
加

し
、
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

19
億
７
０
２
６
万
９
０
０
０
円

と
す
る
も
の
。

主
な
内
容

①
介
護
保
険
事
業
補
助
金

�

１
５
０
万
１
０
０
０
円

②
一
般
会
計
繰
入
金

�

３
４
９
万
９
０
０
０
円

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
68
万
８
０
０
０
円
を
追

加
し
、
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
３
億
５
４
８
７
万
２
０
０
０

円
と
す
る
も
の
。

主
な
内
容

①�

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金�

68
万
８
０
０
０
円

下
水
道
事
業
特
別
会
計

（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
２
７
０
９
万
７
０
０
０

円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
９
億
８
３
７
万

６
０
０
０
円
と
す
る
も
の
。

主
な
内
容

①
下
水
道
整
備
基
金
積
立
金

�

１
２
３
６
万
７
０
０
０
円

②�

荒
川
右
岸
流
域
下
水
道
維
持

管
理
負
担
金

�

１
５
１
０
万
円

水
道
事
業
会
計

（
第
３
号
）

　

収
益
的
収
入
の
予
定
額
に

１
６
０
万
１
０
０
０
円
を
追
加

し
、
収
益
的
収
入
予
定
額
を

８
億
２
７
７
０
万
６
０
０
０
円

と
す
る
も
の
。

　

資
本
的
収
入
の
予
定
額
に

３
２
３
９
万
５
０
０
０
円
を
追

加
し
、
資
本
的
収
入
予
定
額
を

３
億
４
１
３
０
万
１
０
０
０
円

と
す
る
も
の
。

主
な
内
容

収
益
的
収
入

①
基
礎
年
金
出
処
金

�

１
６
０
万
１
０
０
０
円

資
本
的
収
入

①�

上
水
道
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る

再
エ
ネ
・
省
エ
ネ
等
導
入

�

３
２
３
９
万
５
０
０
０
円
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条例

議
案
第
13
号

三
芳
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
基
づ
き
介
護
保
険
料
の
改
定

等
を
行
う
た
め
、
本
条
例
を
改

正
す
る
も
の
。

議
案
第
14
号

三
芳
町
敬
老
祝
金
支
給
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
敬
老
祝
金
の
支
給
対
象
者
と

金
額
を
変
更
す
る
た
め
、
本
条

例
を
改
正
す
る
も
の
。

議
案
第
15
号

三
芳
町
保
育
所
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及

び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る

教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提

供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
の
施
行
に
よ
る
児
童

福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

本
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

議
案
第
16
号

三
芳
町
学
童
保
育
室
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及

び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る

教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提

供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
の
施
行
に
よ
る
児
童

福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

本
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

議
案
第
17
号

三
芳
町
保
育
所
学
童
保
育

室
入
所
（
室
）
児
童
選
考

委
員
会
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及

び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る

教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提

供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
の
施
行
に
よ
る
児
童

福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

本
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

議
案
第
18
号

三
芳
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
平
成
27
年
４
月
１
日
よ
り
三

芳
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
移

転
す
る
こ
と
に
伴
い
、
本
条
例

を
改
正
す
る
も
の
。

議
案
第
21
号

三
芳
町
職
員

の
給
与
に
関

す
る
条
例
等

の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
平
成
26
年
人

事
院
勧
告
等
に

伴
う
給
与
の
総

合
的
見
直
し
を

行
う
た
め
、
本

条
例
を
改
正
す

る
も
の
。

改正後
満 88歳 10,000 円
満 99歳 20,000 円
満100歳 30,000 円

改正前
満 77歳 10,000 円
満 88歳 20,000 円
満 99歳 30,000 円
満100歳 50,000 円

日
本
共
産
党

　
65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料

を
基
準
額
で
月
額
３
３
０
０

円
か
ら
月
額
４
０
０
０
円
に

引
き
上
げ
る
も
の
。
月
額

７
０
０
円
も
の
値
上
げ
と
な

る
。
平
成
12
年
度
よ
り
介
護

保
険
制
度
が
始
ま
り
、
第
1

号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）

負
担
割
合
は
17
％
だ
っ
た
が

現
在
27
％
と
増
え
て
い
る
。

消
費
税
増
税
で
生
活
が
厳
し

い
。
上
げ
る
べ
き
で
な
い
。

第
１
回
臨
時
会

（
１
月
28
日
）

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
変
更

　

将
来
都
市
構
造
に
お

け
る
土
地
利
用
の
方
針

に
つ
い
て
は
、
今
後
の

取
組
み
を
明
確
に
し
、

開
発
と
み
ど
り
の
共
生

を
目
的
に
、
目
指
す
べ

き
将
来
像
の
実
現
を
目

指
す
も
の
。

同 意 し ま し た
　任期満了による人事案件について、議会に同意を
求められたので、適任と認め同意しました。

　三芳町教育委員会委員� 長野真寿美 氏　

　三芳町公平委員会委員� 平 岡 直 也 氏　

　三芳町監査委員� 荻 島 　 詔 氏　

　三芳町副町長� 西 村 　 朗 氏　
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審議結果と議員ごとの賛否内訳

■平成 27 年第２回定例会　審議結果

議案等
番　号 議　案　等　名　称

議
員
名

結　
果

三芳みらい 日本共産党 公明党
拔
井　
尚
男

井
田　
和
宏

菊
地　
浩
二

山
口　
正
史

増
田　
磨
美

吉
村
美
津
子

杉
本　
し
げ

小
松　
伸
介

岩
城　
桂
子

内
藤
美
佐
子

久
保　
健
二

石
田　
豊
旗

細
田　
家
永

秋
坂　
　
豊

議　案
第２号 平成 26 年度三芳町一般会計補正予算（第８号） 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○

議　案
第３号 平成 26 年度三芳町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○

議　案
第４号 平成 26 年度三芳町介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○

議　案
第５号 平成 26 年度三芳町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○

議　案
第６号 平成 26 年度三芳町下水道事業特別会計補正予算（第４号） 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○

議　案
第７号 平成 26 年度三芳町水道事業会計補正予算（第５号） 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○

議　案
第８号 三芳町まちづくり寄附条例 原案

可決 ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○

議　案
第９号 三芳町まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会条例 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○

議　案
第10号

三芳町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等
に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○

議　案
第11号

三芳町地域包括支援センターの包括的支援事業の人員等に関す
る基準を定める条例

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○

議　案
第12号 町長の給与の特例に関する条例 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○

議　案
第13号 三芳町介護保険条例の一部を改正する条例 原案

可決 ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○

議　案
第14号 三芳町敬老祝金支給条例の一部を改正する条例 原案

可決 ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○

議　案
第15号 三芳町保育所の設置及び管理に関する条例 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○

議　案
第16号

三芳町学童保育室設置及び管理に関する条例の一部を改正する
条例

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○

議　案
第17号

三芳町保育所学童保育室入所（室）児童選考委員会設置条例の
一部を改正する条例

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○

議　案
第18号 三芳町学校給食センター設置条例の一部を改正する条例 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○

議　案
第19号 三芳町行政手続条例の一部を改正する条例 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○

議　案
第20号 三芳町課室設置条例の一部を改正する条例 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○

議　案
第21号 三芳町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 原案

可決 ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○

■平成 27 年第 1 回臨時会　審議結果

議案等
番　号 議　案　等　名　称

議
員
名

結
果

三芳みらい 日本共産党 公明党
拔
井　
尚
男

井
田　
和
宏

菊
地　
浩
二

山
口　
正
史

増
田　
磨
美

吉
村
美
津
子

杉
本　
し
げ

小
松　
伸
介

岩
城　
桂
子

内
藤
美
佐
子

久
保　
健
二

石
田　
豊
旗

細
田　
家
永

秋
坂　
　
豊

議　案
第１号 三芳町都市計画マスタープランの変更について 原案

可決 ○○○欠×××○○議 

長○○○○

○賛成　×反対　欠欠席
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議案等
番　号 議　案　等　名　称

議
員
名

結　
果

三芳みらい 日本共産党 公明党
拔
井　
尚
男

井
田　
和
宏

菊
地　
浩
二

山
口　
正
史

増
田　
磨
美

吉
村
美
津
子

杉
本　
し
げ

小
松　
伸
介

岩
城　
桂
子

内
藤
美
佐
子

久
保　
健
二

石
田　
豊
旗

細
田　
家
永

秋
坂　
　
豊

議　案
第22号 三芳町保育の実施に関する条例を廃止する条例 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○

議　案
第23号 三芳町道路線の廃止について 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○

議　案
第24号 三芳町道路線の認定について 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○

同　意
第１号 三芳町教育委員会委員の任命同意について 原案

同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○

同　意
第２号 三芳町公平委員会委員の選任同意について 原案

同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○

同　意
第３号 三芳町監査委員の選任同意について 原案

同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○

議　案
第31号 平成 26 年度三芳町一般会計補正予算（第９号） 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○

同　意
第４号 三芳町副町長の選任同意について 原案

同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○

議　案
第25号 平成 27 年度三芳町一般会計予算 原案

可決 ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○

発　議
第１号

議案第 25 号平成 27 年度三芳町一般会計予算に関する附帯決
議

原案
可決 ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○

議　案
第26号 平成 27 年度三芳町国民健康保険特別会計予算 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○

議　案
第27号 平成 27 年度三芳町介護保険特別会計予算 原案

可決 ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○

議　案
第28号 平成 27 年度三芳町後期高齢者医療特別会計予算 原案

可決 ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○

議　案
第29号 平成 27 年度三芳町下水道事業特別会計予算 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○

議　案
第30号 平成 27 年度三芳町水道事業会計予算 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○

発　議
第２号

議案第 30 号平成 27 年度三芳町水道事業会計予算に関する附
帯決議

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○

発　議
第３号 三芳町議会議員定数条例の一部を改正する条例 否決 ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 議

長 × × × ×

請　願
第２号 三芳野病院前にバスの停留所を新たに設置する請願について 採択 × × × × ○ ○ ○ × × 議

長 ○ ○ ○ ○

請　願
第１号

「辺野古新基地建設工事の即時中止と移設の断念並びに普天間飛行
場の閉鎖・撤去を求める意見書」の提出を求める請願について 不採択 × × × × ○ ○ ○ × × 議

長 × × × ×

要　望
第１号

要望書（三芳野病院前にバス停を設置し、狭小な道路にバスが
乗り入れることがないように要望） 不採択 ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 議

長 × × × ×

陳　情
第３号

「集団的自衛権行使を容認する閣議決定の撤回を求める意見書」
の提出を求める陳情 不採択 × × × × ○ ○ ○ × × 議

長 × ○ × ×

意見書
第１号 介護報酬大幅引き下げの撤回を求める意見書 否決 × × × × ○ ○ ○ × × 議

長 × × × ×

意見書
第２号 農協を強権的に壊す「農協改革」はやめることを求める意見書 否決 × × × × ○ ○ ○ × × 議

長 × × × ×

意見書
第３号

給付型奨学金制度の創設及び貸与型奨学金制度の見直しを求め
る意見書（案）について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○




